
（５－１）
府営住宅退去者等滞納対策に係る
債権回収整理業務
落札者選定基準

令和２年度
大阪府住宅まちづくり部住宅経営室
落札者選定基準
「府営住宅退去者等滞納対策に係る債権回収整理業務」における、落札者選定基準を次のとおり定める。
1． 目的
本文書は、「府営住宅退去者等滞納対策に係る債権回収整理業務」における外部委託事業者を選定する際、落札方式、総合評価の方法、落札者選定基準等を明確にすることにより、当該業務に最適な外部委託事業者を客観的に選定できるようにすることを目的とする。
2． 落札方式
　この入札は、入札参加者の「入札価格に係る評価点（価格点）」と「価格以外の要素に係る評価点（技術点）」を総合評価の方式により算出した数値（以下、「総合評価点」という。）により落札者を決定する総合評価一般競争入札方式を採用するものである。

1. 総合評価点
総合評価点は、次の計算式により算定する。
　　総合評価点＝技術点＋価格点
点数については１０００点満点とし、点数配分の内訳は、以下のとおりとする。
	
	提案項目
	点数配分

	技術点
	「（別紙２）企画提案評価項目 及び 評価基準」のとおり
	５００

	価格点
	価格
	５００


2. 技術点

技術点は、提案書の内容に基づき、選定委員が「（別紙２）企画提案評価項目 及び 評価基準」に沿って提案を評価し、点数化する。

項目評価点の考え方

項目ごとに、次表のとおりＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅの５段階で評価する。 
	評価
	評価による乗数
	基準

	Ａ
	5/5
	特に優れたレベルの提案

	Ｂ
	3/5
	優れたレベルの提案

	Ｃ
	2/5
	標準レベルの提案

	Ｄ
	1/5
	劣ったレベルの提案

	Ｅ
	0/5
	特に劣ったレベルの提案


(1) 技術点の計算

「技術点」は、「（別紙２）企画提案評価項目 及び 評価基準」に示す各評価項目の配点（満点）に、評価による乗数を乗じて算出した点数の合計とする。

3. 価格点

価格点は、次の計算式により算定する。なお、価格点は、小数点は切り捨てるものとする。

価格点＝５００×（１－入札価格※１／予定価格※２)
※１ 入札価格とは、（回収予定額合計202,500千円 ×回収金１００円あたりの契約希望単価（円：小数点３位以下切り捨て））÷１００で得た金額とする。
　（詳細）
業務委託期間終了までの回収予定額合計（概算の委託予定債権額×目標回収率）に、回収報酬率（回収金１円あたりの報酬額）を乗じて得た金額（総額）である。なお、業務委託期間終了までの回収予定額合計の算出に当たり、概算の委託予定債権額は年間１，８００，０００千円、目標回収率は年率４．５％（仕様書の第５．委託債権の回収率に記載）とし算出する。また、令和２年度における回収予定額は、月割計算にて算出する。

令和２年度（令和２年10月１日～令和３年３月31日）：

　　　　1,800,000千円 × ４．５％ × ６／１２ ＝ 40,500千円

令和３年度（令和３年４月１日～令和４年３月31日）：

　　　　1,800,000千円 × ４．５％ × １２／１２ ＝ 81,000千円

令和４年度（令和４年４月１日～令和５年３月31日）：

　 　　 1,800,000千円 × ４．５％ × １２／１２ ＝ 81,000千円

【業務委託期間終了までの回収予定額】

40,500千円 ＋ 81,000千円 ＋ 81,000千円 ＝ 202,500千円
※２ 予定価格とは、大阪府にて予め定めた価格とする。
3． 落札者選定基準
1. 入札参加資格を全て満たしている。

2. 入札価格が予定価格の制限の範囲内である。

3. 「5-4（別紙２）企画提案評価項目 及び 評価基準」の‘提案依頼事項‘について全て記載があり、かつ仕様を満たしていること。

4. 総合評価点の最も高い者を落札者とする。
5. 技術点が１５０点を下回る者（１５０点未満の者）は落札候補者としない。

6. 総合評価点の最も高い者が同点で２者以上である場合は、そのうち最も低い価格で入札書を提出した者を落札者とする。ただし、その最も低い価格についても、同額で入札書を提出した者が２者以上である場合は、入札書提出時に入力した「くじ入力番号」に従い、電子くじにより落札者を決定するものとする。
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